
２）「長崎県管理河川流域減災対策協議会」
設立の背景

資料１



1

全国的に多発する大規模災害 平成28年8月
台風10号

平成27年9月
集中豪雨



平成16年新潟・福島豪雨

平成１６年７月１２日深夜から１３日にか
け、梅雨前線により総雨量４３１mmの記
録的な豪雨となり、新潟県の管理河川にお
いて１１箇所で堤防が破堤し、広い範囲で
浸水被害が発生。この豪雨による新潟県及
び福島県の一般被害は、死者１６名、負傷
者４名、住家全壊７０棟、半壊５，３５４
棟、一部損壊９４棟、床上浸水２，１４９
棟、床下浸水６，２０８棟となった。

刈谷田川浸水状況

平成12年東海豪雨

平成12年9月11日の秋雨前線により、名古屋
雨量観測所では、年間総雨量の1/3にあたる
567mmを記録。
庄内川支川新川では、名古屋市内で左岸堤防が
幅約100mにわたって決壊し広い範囲で浸水被
害が発生。
人的被害は死者10名であったが、全壊・半壊・
一部損壊508棟、床上・床浸水69,837戸に及
んだ。
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Ｈ２７年 関東・東北豪雨災害
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Ｈ２７年 関東・東北豪雨災害
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「大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について
～社会意識の変革による「水防災意識社会」の再構築に向けて～」
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Ｈ２８年 台風災害
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Ｈ２８年 台風１０号災害
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小本川

西日本新聞（9/2）より

高齢者グループホームにて9名が犠牲となった。

16～19時までの3時間雨量約120mm、
水位上昇が17～20時の3時間で4m超と
激しい降雨に伴い急激な水位上昇が確認された。



「中小河川等における水防災意識社会の再構築のあり方について」
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